
調査概要

・調査目的
用水路に関して、市民の意見や要望等を把握することを目的としてアンケート調査を行いました。なお、
調査結果については、用水路管理方針策定の基礎資料とします。

・実施概要
１ 実施期間
令和４年１０月２１日から令和４年１１月３０日まで

２ 配布範囲
市民対象に１，０００名（無作為抽出）

３ 回収方法
郵送による回収

・回収結果
配布数：１，０００通
回収数： ２５８通
回収率： 約２６％

回答者の属性

※「ー」は無回答を示します
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■アンケート調査結果

２ 用水路の認識度について（年代、居住年数）

・用水路の変遷に関しては、約60％の方々から「知らない」と回答をいただきました。

・知っている用水路の数では、約10％の方々から「全く知らない」と回答をいただきました。
一方で、「５つ以上知っている」方は、全体の５％に満たない状況です。

・知っている用水路名では、知名度が高い「小川用水」、「野火止用水」が認識されています。

１ 用水路の認識度について

・５０代以下、居住20年以下の方々の約７0％が「知らない」と回答をいただきました。一方、60代以
上、居住２１年以上の方々の約50％が「知らない」と回答をいただきました。
・クロス集計の結果、若い世代、小平居住歴が短いほど用水路の認識が低い結果となりました。
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■アンケート調査結果

４ 沼さらいについて

・景観、護岸の状況については、約80％の方々から「大変良い・良い」と回答をいただきました。
「大変良い・良い」と回答をいただいた方々からは、「自然を感じられる、気分転換できる」というご意
見をいただきました。
「不満」と回答をいただいた方々からは、「草、ゴミが多い」、「水が少ない、流れていない」など様々
なご意見をいただきました。

３ 景観・護岸について

・沼さらいに関しては、約７０％の方々から「知らない」と回答をいただきました。
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■アンケート調査結果

６ 市で整備をした１８箇所の維持管理について

・市で整備をした１８箇所について、約５０％の方々から「知らない」と回答をいただきました。
・市で整備した１８箇所の整備状況については、「知っている」と回答した方々の約７０％の方々から「よ
く整備されている」と回答をいただきました。
市で整備した箇所については、水遊びができる空間の整備、生き物が観察できるような整備等のご意見を
いただきました。

５ 市で整備をした１８箇所について

・市で整備した箇所の清掃状況、植生管理、護岸の状態については、約４０％の方々から「良好である」
と回答をいただき、約30％の方々から「管理不十分である」と回答をいただきました。
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■アンケート調査結果

８ 流水のない東部地域（枯渇用水路）の用水路の在り方について

・用水路に期待するものについては、「水辺に近づける空間」、「緑を眺める空間」、「生物が生息する空
間」が、同じ割合で約９0％を占めており、環境に関することを期待している回答をいただきました。

・自由意見では、「水と自然に親しめる空間」、「ホタルや生物が生息する空間」、「災害時に活用」など
様々なご意見をいただきました。

・流水のない東部地域（枯渇用水路の在り方）について、「整備を続ける方が良い」が 22.1％、「活用で
きる場」が 22.1%、「緑道整備」が 48.3% 、 「売払い」が 2.5%） 、「その他」が 5.0％ の結果とな
り、多くの方々から用水路の保全、活用を望む声をいただきました。
・活用については、「家庭菜園などに活用」、「子供の遊び場として残してほしい」、「災害時の避難通路
として活用」など様々なご意見をいただいました。

９ 用水路に期待すること（複数回答）
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●問11 用水水種情報の入手元 （回答数：22）

（１）学校の授業 ：８件
（２）散歩・街歩きイベント ：３件
（３）案内板、掲示板 ：２件
（４）自身の歴史学習 ：３件
（５）ふれあい下水道館で ：１件
（６）小平水と緑の会 ：１件
（７）今回のパンフレット ：１件
（８）近くに監視所があるので ：１件
（９）小平市生まれだから ：１件
（10）TV番組 ：１件

●問12 用水路景観・護岸状態についてのご意見 （回答数：63）

（１）草、ゴミが多い ：１7件
（２）水が少ない、流れていない ：９件
（３）汚い、キケン、暗いなど ：８件
（４）自然を感じられる、気分転換できる ：７件
（５）整備不十分 ：６件
（６）特に不満はない ：５件
（７）景観が良くない ：２件
（８）樹木が育ちすぎ、セミがうるさい ：２件
（９）用水路名がわからない、不明確 ：２件
（１０）生き物が見当たらない ：１件
（１１）木や石など、自然な感じにしてほしい ：１件
（１２）歩道として便利 ：１件
（１３）用水路沿いの道に車を通さないで ：１件

●問15 親水整備状況の改善について（回答数：33）

（１）整備、清掃が不十分 ：8件
（２）柵、照明など安全確保 ：５件
（３）水遊びできる、カフェ、人工物等、市民に伝わる整備：5件
（４）ゴミ、雑草がないように ：４件
（５）水が少ない、水をキレイに ：5件
（６）生物、植物が観察できるよう整備 ：２件
（７）経費投入に賛成している市民がどれほどいるのか：１件
（８）その他（わからない…など） ：３件

●問17 枯渇用水路活用について（回答数：17）

（１）わからない ：６件
（２）家庭菜園などに活用 ：３件
（３）子供の遊び場として残してほしい ：２件
（４）緑道、生活道路として整備 ：２件
（５）災害時の避難場所 ：１件
（６）現在の状態を維持してほしい ：１件
（７）景観が良く、市民の負担の少ない対応 ：１件
（８）蚊の発生源にならぬよう ：１件

●問18 今後の用水路への期待（回答数：16）

（１）水と自然に親しめる、魅力ある用水路 ：６件
（２）災害時の活用 ：３件
（３）ホタルや生物が見られる用水 ：３件
（４）現状維持がよい ：１件
（５）歩道を整備し、住民が活用できる ：１件
（６）外来生物の繁殖抑制 ：１件
（７）「景観」と呼べる状態ではなく、残念 ：１件

R4年度 用水路に関するアンケート 質問別その他回答
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●用水の活用計画・在り方に関するご意見

（意見１）枯渇している用水は、放置せず、使えるものに活用していくのがよいのでは。
（意見２）放置されている所は、隣接者へ売却した方が良い。
（意見３）歩道に整備すれば、お年寄りや子供達が安全に活用すると思います。
（意見４）昔ながらの水流・緑道を残すため、転用はしないほうが良い。災害時に使える用水路、緑道

市民の憩いの場として整備してほしい。
（意見５）いつも和やかな気持ちにしてくれる用水路であり、たとえ枯れていても売却はしてほしく

ないと思います。
（意見６）水や緑を利用し、少しでも温暖化を食い止めるような街づくりをしてほしい。
（意見７）用水路の水を災害時に活用できるようにしてほしい。（同意見 ｘ4）
（意見８）用水路活用計画がここまでしっかり進捗しているので、今後もぜひより良い環境整備の一環

として進めていただきたい。
（意見９）用水路は、自然を感じることができる大切な場所だと思うので、これからも整備等に力を注

ぐべきだ。「用水路のまち 小平」となるように。
（意見1０）本当に小平市になくてはならない計画なのか、目指すところを常に見直しをお願いします。

地域を限定して整備したほうが効果が出やすいと思います。

●整備に関するご意見

（意見１）子供達と一緒に楽しめる、安心安全な用水路にしてほしい。（同意見 ｘ８）
（意見２）散歩や生き物観察など、植物や生物にふれあえる環境が充実しているといいと思います。
（意見３）水が無いと景色が汚く見えるので、常に水を湛えてほしい。
（意見４）小平の歴史を考える上で用水はとてもとても重要であり、益々整備されることを望む。
（意見５）定期的な草刈りはありがたいが、刈った草がそのまま放置されていることが多いので、草の

処分もきちんとお願いしたいです。
（意見６）水をキレイにできないのなら暗渠に。用水路ならば川底に砂利を入れるなどしてほしい。
（意見７）蚊、野良猫、野生動物が迷惑なので、鉄蓋をしてほしい。草刈の手間も省ける。
（意見８）事故防止のため、水辺に降りられないほうが良いと思う。水が汚れないためにも。
（意見９）石や木で、自然な感じに整備してほしい。
（意見10）用水路が整備されても、そこに向かう道が整備されていなければ、車いす、ベビーカー、犬の

散歩など、安全に用水まで行くことが難しいです。

●広報・イベントに関するご意見

（意見１）用水路各所を巡る、スタンプラリーなどあれば参加したい。（同意見 ｘ2）
（意見２）地域の歴史を学べ、名称がわかる案内板など整備してほしいです。（同意見 ｘ1）
（意見３）用水路がどのようなものなのか学ぶ環境があることは、自然を残すためのSDGｓとしても

重要です。
（意見４）アンケートはネットでも回答できるようにした方が良い。切手代が、もったいない。
（意見５）親水・緑道の愛称がこんなにあるとは知らなかった。もっと市民にPRしてほしい。市報に

も、市長の一言程度のスペースをさいてPRしてください。（同意見 ｘ1）
（意見６）年に一度「沼さらい」が行われているとのことですが、機会があれば参加してみたい。ど

こで情報（時、参加方法etc.）を得ることができるか知りたい。

●その他

（意見１）用水路を目にすると、昔の方の生活を想像したり、感情が豊かになります。土、水、植物を
大切にしていきたいと思います。

（意見２）用水路の名称は把握していませんでしたが、散歩やジョギングでいつも利用させていただい
ています。本当に良い気分転換になっています。

（意見３）今回、用水路活用計画のパンフレットを拝見し、知らない用水路がたくさんある事に驚きまし
た。散歩に適した季節となりましたので、地図を手に、見に行きたいと思っています。

（意見４）小平市の用水がここまで丁寧に整備されていることを初めて知り、近所の用水に注目して行きた
いと強く感じました。

（意見５）用水路は、大人がそれほど心配せず子供を遊びに行かせられます。是非、今後も活かして頂けれ
ば嬉しいです。

R4年度 用水路に関するアンケート 自由意見（回答数：80件より抜粋）
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